
（別紙 １） 

宮崎県労働者福祉団体中央会概要 

 

１）沿革 

  宮崎県労働者福祉団体中央会（以下、中央会とします）は 1963年 7月に設立され 

 現在に至るまで労働者福祉運動の推進に向けて活動してきました。 

  設立の経緯としては福祉事業団体全体が協議をする場として組織されたもので、それ 

ぞれの団体が相互協調して福祉活動全体を勧めようとするものでした。 

 2013年 4月 1日 創立 50周年を迎える年に一般社団法人へ移行登記が完了し、更に

公益のための事業を推進する事となりました。 

 

２）組織構成 

 中央会は以下の組織を会員としています。 

・日本労働組合総連合会宮崎県連合会（連合宮崎） 

・九州労働金庫宮崎県本部 

・全労済宮崎県本部 

・一般社団法人 宮崎県勤労者旅行会 

・公益財団法人 宮崎霊園事業団 

・学校法人 みやざき福祉学園 

・社会福祉法人 みやざき福祉園 

 

３）事業内容 

◆ライフサポートセンター事業（相談事業） 

 ・ライフサポートセンターみやざき 

・ライフサポートセンターみやこのじょう 

・ライフサポートセンターのべおか 

 

◆勤労者等の福祉の向上を目的とする事業 

 ・広範な勤労者に向けた労働者福祉の向上を図る講演会の企画運営 

 ・介護職員初任者研修事業の実施 

 ・会報、ウェブサイトの拡充による広報の充実 

 

◆その他の事業 

・駐車場の維持・運営・管理 

・宮崎市労働福祉会館の運営・管理 

・都北労働福祉会館の運営・管理 

・県北労働福祉会館の運営・管理 

・宮崎市労働福祉会館別館の運営・管理 

・労働者自主福祉運動のためのセミナー・研修会の企画・運営 

・中小企業勤労者等の生活・福祉向上に向けた県外視察の実施 

・県・各市へ勤労者・生活者および労働者福祉運動強化に向けた自治体要請の実施 

・中央労福協・南部労福協・弁護士会・支援団体など各団体との情報交換・活動連携 

・連合宮崎・九州労働金庫宮崎県本部・全労済宮崎県本部・みやざき福祉学園・みやざ

き福祉園・勤労者旅行会・宮崎霊園事業団など福祉事業団体等と連携を図る活動 

 


